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地形 に 集中 した．一
方．非砂州地形 にお い て は，産卵床は ほ とん ど確認 され なか っ た．また ，

非砂州地形 は砂州地 形 に 比 べ 河 床の 凹 凸が少 な く，こ の こ とが サ ク ラ マ ス の 産卵 に対 して 制限

要因の
一

つ に なっ て い る こ とが示唆 された ．以 上 の こ とよ り，河川整備等 に お い て 砂 州地形 を

形 成させ る こ とは，河床 の 凹凸 を発達 させ ，サ ク ラ マ ス の 産卵環境 を保全 ・創 出す る上 で 有効

で ある と考 える ．
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P18 ．千曲川の河床変動 と水害 に関す る調査研究

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　奥西
一夫 ・千 曲川 自主 調査団 （国土 問題研究会）

Kazuo 　OKUNISHI 　and 　the 　lndependent 　Study 　Group 　 of　the 　Chikuma 　River ： Study 　of

changes 　 in　the 　 channel 　 bed　 morphology 　 and 　 the 　 flood　 vulnerability 　 of 　the　 Chikuma

River
，
　Japa皿

　 国土 問題研究会で は長野県内 の 諸河川の 水 害 と治水 に 関す る 調査 をお こ な っ て きた 中で 千曲

川の 水害危険度が 次第に 高 ま っ て い る との 認識 を強めた の で ，募金 と高木仁 kl郎市民科学基 金

か らの 助 成金 に よ り，5 年近 くに わた っ て 白主調査 をお こな っ た 、調査対 象は信 濃川 水系千 曲

川の 千 曲川 ・犀川合流点 か ら ド流の 長野県内の 区間で ある ．調査成 果の 全 容は 「国土問題」第

70 号，2009，141p ．で 報告済み で あ る が ．こ こ で は江戸時代か ら現在に 至 る河床変動 の 傾向に

重 点を お い て 発表 した．資料 と し て は古 地図，郷土 史資料 ，国土 地理 院の 地形図 と空中写真，

千 曲川河川事務所 の 測量 デ
ー

タ，お よ び現 地調査デ
ータ を用 い た ．江戸時代 に は 扇状地 の 派流

の 統合や河道浚渫 に よ り，ある 程度以下 の 洪水 に よ る 水害は防御 されたが ，大規模な土砂流 出

をと もなう大洪水 の 時に は 河道 は大 きく変遷 し，土地 の 流棒 を伴 う大 きな被害が 発生 した，明

治に入 り．連続堤の 建設 が始め られ，昭和 10年代 に現 在 見 られ る よ うな 「大堤 防」が完成 して

か らは千 曲川 を堤 外地 に閉 じ こ め る こ とに成功 し，水害頻度は劇 的に減少 して い る．しか し，

そ の 裏返 し とし て 河床 の 鉛直変動は 激 し くな っ て お り，河道貯留能力 の 減少 もあ っ て 水害危 険

度 の 上 昇傾 向は明 白で あ り，明治 以来 の 高 水工 法を見 直す べ き時期 に来 て い る よ うに 思 わ れ

る．本研 究の メ ン バ ー
は奧西 の 他，荒 瀬 貞子，宇民 　正 ，上 野鉄 男、開沼 淳

一
，紺谷 吉弘，塩

野 敏昭 ，中澤　勇 ．
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P19 ．梓川 上流，上 高地 徳沢
一

明神問 にお ける 2  8 年〜 2009年の 流路変動

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　島津　弘 ・瀬戸真之 （立正大）

Hiroshi　 SHIMAZU 　 and 　 Masayuki 　 SETO ： Channel　 migration 　 during　 the　 2009　 rainy

season 　 on 　 the　 upper 　Azusa　 River

　上高地 自然 史研究会で は梓川 一ヒ流河道 に定点観察地を設 け，1994年以 来，地形 学 図 を作成 して

きた ，2006 年以 降 河道 の 地形 は ほ とん ど変化 しなか っ たが 2009年の 梅雨時期 の 出水 に よ っ て

主流路の 移動が生 じた．そ こ で，今回生 じた地形変化の 特徴を記載する とともに，変化 を生 じさ

せ た 出水 に つ い て 検討を行 っ た．2008年ま で の デ
ー

タ解析か ら上 高地 に お ける 日 雨量が 120mm

を超える降雨 イベ ン トに 対
．
応 した出水 に よ っ て 流路 の移 動が 生 じる こ とが わか っ て い る． しか

し，本年は 日雨量 が IOO　mm を超 え る 降雨 イベ ン トはなか っ た．一
方で ，7 月 17 日の 70　mm の 降

雨 イベ ン ト以前に は，7 月 12 日 を除き 19 日間雨が 降 り続け，総降雨量は 387．5mm に達 し て い

た．本年の ように大 きい 降雨 イベ ン トがな くて も，先行 降雨が きわめ て多 い ときに は，流路変

動が 生 じる と考 えられ る．2008 年に作成 した 河床 断面図を見 る と，新 たな流路が 形成 され た場
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